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序

『ペスト』の登場人物の一人であるレイモン・ランベールは，アルジェリ

アのオランでペストが発生した時，たまたまこの町にアラプ人の生活条件

について調査に来ていたパリの新聞記者である。このことが彼をして，ペ

ストが蔓延し始めた時，この町から出ていく権利があるのだと主張させる

主な理由となっている。それに彼にとっては，目下のところパリに残して

いる愛人との幸福の追求が最大の関心事であり，それ故この愛人との再会

を実現するために町を出る方策に奔走するのである。その奔走の過程で彼

は他の登場人物たちと出会い，彼らとの接触を通して，又ペストに襲われ

た町の現実を目にすることによって少しづつ変わっていき，ついには非合

法な手段によって脱出が可能となるまさにその時に， この町に留まり，ペ

ストと戦う決意をするのである。 JacquelineLevi-Valensiは，《Rambert

suit un itineraire personel extremement interessant, car il evolue tout 

long du roman.》I)と指摘しているが，彼の変化は他者の言葉の模倣に

よって最も顕著に現れている。それはオランから出ていく為の保証書を書

いて欲しいと頼むランベールに対して，医師リウーがそれを断る場面で言

う《elle(cette histoire) nous concerne tous》2) (p.1289)という言葉で

1) Jacqueline Levi-Valensi, La peste d'ALBERT CAMUS, Folio, 1991, 

p.91. 

2) Albert Camus, La Peste, Theatres, Recits, Nouvelles, Bibliotheque 

de la Pleiade, Gallimard, 1974. (以下LaPesteからの引用は本文中に

ページ数で示す。）
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ある。しかしランベールは《jene suis pas d'ici》と答えることによっ

てリウーに反対する。だが，町からの脱出を断念した時，彼はリウーたち

に向かって《Cettehistoire nous concerne tous.》(p.1389)と言うので

ある3)。偶然にもプレイヤッド版の 100ページを隔てなされるこの他者の

言葉の模倣に至るまでの過程こそが， ランベールの成長を示すものであろ

う。彼が自らの変化をこうしたあからさまな模倣によって表明しているこ

とが，彼の成長を辿るうえで象徴的であるように思われる。以下ではラン

ベールの成長を模倣という観点から検証していくことになるが，模倣と一

口に言ってもその内実は多様である。本論では主として以下のことを見て

いく。ペストと戦うためには多少ペストに似る（ペストを模倣する）必要

があること。そのペストの本質は tournerという自動詞に如実に現れて

いること。そして，この tournerがもたらす否定的なイメージは，一枚

のレコードを介することでランベールのなかで肯定的なものに変わってい

くこと。併せて，ランベールがオランの町に留まるに至った動機を，他者

の模倣（意識的な，あるいは無意識的な）の視点から見ることである。

I 

模倣という観点から見た場合，最も示唆に富むのは《Pourlutter con-

tre !'abstraction, il faut un peu lui ressembler.》(p.1293)というリ

ウーの考えであろう 4)。抽象という言葉は『ペスト』では多義的に用いら

3) そしてこの時彼は《Maismaintenant que j'ai vu ce que j'ai vu, je 

sais que je suis d'ici, (…）》とも言っている。

4) こうしたリウーの発想は，カミュにおいては目新しいものではない。すでに

カリギュラに次のように言わせている。《J'aisimplement compris qu'il 

n'y a qu'une fayon de s'egaler aux dieux: il suffit d'etre aussi cruel 

qu'eux.》(AlbertCamus, Caligula, Theatres, Recits, Nouvelles, 

Bibliotheque de la Pleiade, Gallimard, 1974, p.67.)しかし，カリギュ

ラは破滅への道を辿る。同じ模倣という手段に訴えながらも両者の結末は正

反対である。ここにも，「不条理」から「連帯」への移行の痕跡が認められよ

う。
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れており，それだけで一つのテーマとなり得るものである。ここでは， リ

ウーが《Oui,la peste, comme !'abstraction, etait monotone.》(p.1292)

と記しているように，抽象＝ペストと捉えておきたい。ここでリウーが

monotoneという表現を使っているのは，彼の医師としての仕事が，ペ

スト患者を診察し，彼らの隔離を命じることによって生じる嘆願や悲嘆

の《unelongue suite de scenes pareilles, indefiniment renouvelees》

(p.1292)でしかないからである。つまり， リウーにとってペスト＝抽象

とは，果てし無く繰り返される反復の形態として現れるのである。それ故，

「抽象と戦うためには多少抽象に似なければならない」という場合の，「抽

象に似る」とは，ペスト＝抽象に対抗するための日々の任務の単調な反復

性を具現化することだ，と言えよう。こうした考えはリウー一人のもので

はなく，後にランベールのものともなるのである5¥

ところで，「抽象と戦うためには云々」という場合の抽象とはペストで

あるのだから，それと戦うためにはペストに似なければならないことにな

る。そして抽象＝反復であるペストを具体的なイメージとして最もよく示

しているのが，物語の冒頭部分に現れるペスト菌を伝播する鼠の死ぬ場面

の描写であろう。

《Labete (...) tourna sur elle-meme avec un petit cri et tomba enfin 

en rejetant du sang par les babines entrouvertes.》(p.1223)

5) そのことは「抽象と戦うためには云々」以下のくだりで既に予告されてい

る。

《Pourlutter centre !'abstraction, il faut un peu lui ressembler. 

Mais comment cela pouvait-il etre sensible a Rambert? L'abstrac-
tion pour Rambert etait tout ce qui s'opposait a son bonhelir. Et 
a la verite, Rieux savait que le jo~rnaliste avait raison, dans un 

certam sens. Mais il sava1t auss1 qu il arrive que l'abstractlon se 

montre plus forte que le bonheur et qu'il faut alors, et seulement, 

en tenir compte. C'est ce qui devait arriver a Rambert et le 
docteur put l'apprendre dans_ detail par les confidences que Rem-

bert lui fit ulterieurement.》(p.1293)
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つまり，きりきり舞いをした (tournasur elle-meme)という表現に現

れる tournerという反復的なイメージであろう。後に，鼠のこの動きは

集団的なものとなっていく 6)。この tournerという動詞がペストの本質で

ある反復性そのものを象徴していよう。なぜなら，鼠が tournerするこ

とで始まったペストは， この町全体を tourneren rond (ぐるぐる回るこ

と，熟語的な意味で堂々巡り）させることになるからである。ところで，

tournerしながら死んでいく鼠が姿を消してから最初に tourneren rond 

し始めるのが， この作品中でペストに加担する者として唯一否定的に描か

れているコタールであるのは興味深い7)。まるで鼠に代って今度は彼がペ

スト菌を伝播させているかのようである 8)。そして町が閉鎖された後は，

人びとがする事もなく町をぐるぐる回るのである。

《(…） la peste les (les Oranais) laissait oisifs, reduits a tourner en 

rond dans leur ville morne (...)》 (p.1276)9)

そして堂々巡りを強いるペストの本質を， ランベールも彼流のやり方で

認識するのである。まず彼はオランから脱出するための許可を得る為に役

所に掛け合うが，たらい回しにされるだけで埒が明かない。そこで彼は非

合法な手段に頼る決心をするが，それも何度も失敗に終わり，その度毎に

最初からやり直さねばならない。そしてついに彼も，ペストの正体は繰り

6) 《Desreduits, des sous-sols, des caves, des egouts, ils Cles rats) 

montaient en longues files titubantes pour venir vaciller a la lumiere, 

tourner sur eux-memes (…）》 (p.1229)

7) 《Cottardtournait en rond, C. ..)》 (p.1269)

8) コタールを鼠に結び付けるような描写がある。自殺未遂に終わったコタール

を診察しに彼の部屋にリウーが行った時，次のように言及されている。

《Dansles intervalles de la respiration (de Cottard), il lui (a Rieux) 

semblait entendre des petits eris de rats. Mais rien ne bougeait 

dans les coins.》(p.1232)

9) この他にも tourneren rondの記述が幾つかある。

《C...) les automobiles se mettaient a tourner en rond.》(p.1282)
《(...) a pres tous ces crepuscules ou la ville se deversait dans les 

rues pour y tourner en rond (…)》 (p.1292),etc. 
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返すことだと認識し，そのことをリウーとタルーにしたり顔で言うのであ

る。

《Non,vous n'avez pas compris que'ta (la peste) consiste a recom-
mencer.》(p.1350)

ここにおいてランベールは， PeterCryleが的確に指摘するように，《11

(Rambert) sait desormais que, sous le regime de la peste, la poursuite 

du concret, meme passionee, prend forcement la forme d'une repetition 

obstinee, abstraite.》10) のである。ところで， ランベールが真に興味深

く思われるのは， tournerという動詞に代表される否定的な反復のイメー

ジに対して，彼自身tournerという極めて具体的な行為で対抗しているか

に見えることである。つまり，堂々巡りに終わる脱出の為の奔走の最中に

あって一枚のレコードを繰り返しかけ続けていることである。

II 

レコードをかける，つまり fairetournerする行為は，ペストの状況下

にあってランベールを他者から区別する唯一のものである。

《Pourle reste, ils (…） faisaient tourner des disques sans se dis-

tinguer autrement les uns des autres.》(p.1368)

ここでは漠然と「彼ら」と言われているだけで， ランベールと指示され

てはいない。しかし，作品中でレコードをかけていることが明示されるの

はランベールだけなのだから，この行為はランベールに固有のものと考え

てよかろう。（尤も，敢えてランベールと特定されていないのは，幾多の

ランベール的人物が存在することを予想させる。）レコードを繰り返しか

け続けるこの行為は，勿論ランペールが置かれている状態のアナロジーで

あろう。だがレコードとランベールの関係はそれだけにとどまらない。ま

ず注目したいのは，反復しながら回り続けるレコードの動きそのものであ

る。なぜなら， tournerするレコードは， tournerする鼠と相似形を成して

10) Peter Cryle, 《Lapeste et monde concret : etude abstraite》,Albert 

Camus 8, Lettres modernes, Minard, 1976, p.18. 
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いるかに見えるからである。そしてレコードは tournerすることによっ

て初めて SaintJames Infirmary (「セント・ジェームズ病院」とでも訳

せよう）の曲を奏で，ランペールに影響を与えることも出来るのである。

カミュが作品の小道具としてこのプルース曲を選んだのは偶然ではあるま

い。なぜなら，題名そのものが『ペスト』という作品世界を象徴しており，

さらには，これから見ていく、ように， Infirmary(フランス語の infir-

merie)という語によってランペールと密接に結びついているからである。

このレコードが初めて現れるのは，ランベールが非合法な脱出組織との連

絡が取れ，やっと脱出の糸口がつかめた頃（実際にはこの時の計画は実現

しないのだが）のことで，場所はホテルのバーにおいてである。そこでラ

ンベールはリウーとタルーと会い，タルーに保健隊へ参加するように求め

られるのであるが，保健隊は有用だと認めながらも，あくまで愛人との具

体的な幸福を追求しようとするランベールはこの要請を断る。しかし，彼

はこの時かなり動揺しているのも事実である 11)。その動揺の原因は明らか

にSaintJames Infirmaryと関係があるように思われる。なぜなら， こ

のバーの場面の直前に彼は， infirmerieを舞台としたペスト患者とその家

族の状況を見ていたからである。それに，その時彼は脱出の打合せのため

にその場にいたのである。

《Autourd'eux (Rambert, Cottard, Garcia), la foule, ou dominaient 

les femmes, attendait dans un silence total. Presque toutes portaient 

des paniers dont elles avaient le vain espoir qu'elles pourraient les 

faire passer a leurs parents malades et l'idee encore plus folle que 

ceux-ci pourraient utiliser leurs provisions. La porte etait gardee par 

des factionnaires en armes et, de temps en temps, un cri bizarre traver-

sait la cour qui separait la caserne de la porte. Dans l'assistance, 

des visages inquiets se tournaient alors vers l'infirmerie. 

11) それは，彼が作品中で初めて酔っていることにも窺える。《Rieuxremarqua 

que sa main tremblait. Il pensa que decidement, oui, il (Rambert) 

etait tout a fait ivre.》(p.1345)
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Les trois hommes regardaient ce spectacle (. ..)》 (p.1338)(イタリッ

クは引用者。ガルシアは脱出組織の連絡役である。）

いささか長い引用となったが， ランペールここで見た光景は，オランの

町の縮図とも言えるものであり，以後ランベールとこのレコードを決定的

に結び付ける重要な場面である。そして，その時見た情景とまったく同質

の話（カイロでのチフス流行当時の）が， ランベールの近くのテープルで

語られており，その背景として SaintJames Infirmaryが流れているの

である呪周り全てが infirmerieを暗示するようなこうした雰囲気にあっ

ては，彼の動揺も当然であろう。

ところで,infirmerieの語が作品中で現れるのは3度にすぎない。この

作品が扱っているテーマからすれば些か少ないと思わざるを得ない。その

内の2度までが，先に引用した場面とそれに先行するくだりに出ているの

である。このことは明らかに，カミュがこの語によってランペールとレコー

ドの関係をより有機的なものにしようとした証左となろう。したがって，

ランベールがこの曲を聴く時は常に， infirmerieでの情景が彼の脳裏をか

すめるのは間違いなかろう。次にこのレコードに言及されるのは，ホテル

のランベールの部屋においてであり，登場する人物も前回と同様ランベー

ル， リウー， タルーである。この時ランベールは脱出計画が頓挫し，また

しても初めからやり直さなくてはならず，先で見たように《vousn'avez 

pas compris que'ta (la peste) consiste a recommencer.》(p.1350)と

12) 《Al'une des deux tables qui occupaient le reste du local etroit oil ils 

se tenaient, un officier de marine, (…） racontait a un gros interlocu-

teur congestionne une epidemie de typhus au Caire : 《Descamps, 

disait-il, on avait fait des camps pour les indigenes, avec des tentes 

pour les malades et, tout autour, un cordon de sentinelles qui 

tiraient sur la famille quand elle essayait d'apporter en fraude des 

remades de bonne femme. C'etait dur, mais c'etait juste.》Al'autre 

table, (…) la conversation etait incomprehensible et se perdait dans 

les mesures de Saint James Infirmary, (…）》 (p.1345)
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言うのである。この台詞の後で彼はレコードをかけるのだが，曲が流れて

いる時に遠くで銃声が響き，それについてタルーが何気なく「犬か脱走だ

ろう」と言うのである。

《Rambertalla dans un coin de sa chambre et ouvrit un petit 

phonographe. 

《Quelest ce diaque? demanda Tarrou. Je le connais.》

Rambert repondit que c'etait Saint Jmes Infirmary. 

Au milieu du disque, on entendit deux coups de feu claquer au loin. 

《Unchien ou une evasion》,dit Tarrou.》(p.1350)

Saint James lnf irmaryを背景として言われた「脱走」という言葉は，

明らかに infirmerieでの光景とランベールがしようとしている脱出を暗

示しており，彼に強い印象を与えた筈である。彼はそれについては何も言

わないが， レコードに関して次のような注目すべき発言をしている。

《Cedisque n'est pas dr6le, dit Rambert. Et puis cela fait bien 

dix fois que je l'entends aujourd'hui. 

ー Vous l'aimez tant que cela? 

- Non, je n'ai que celui-la.》

Et apres un moment: 

《Jevous dis que c;a consiste a recommencer.》(p.1350)

最後の台詞《Jevous dis que c;a consiste a recommencer.》は意味深

長である。この c;aconsiste a recommencerという表現はこの直前にも現

れているが，その場合の c;aはペスト以外のものを受けようがない。しか

しこの場合の c;aは若干曖昧である。勿論この場合もペストを受けている

ことは間違いないが，文脈からしてレコードをかける行為も含意している

と考えられるからである。自らの意思で繰り返しレコードをかけるこの行

為は，ペストの正体である繰り返すことに対応するものであろう。つまり，

彼流のやり方でペストを模倣している（おそらく無意識の内に）ことにな

る。しかし，まだこの時点では町から出ていくことを考えているのだから，

意識的にペストと戦う次元には至っていない。だが，その前段階にあるこ



19 

とは間違いない。なぜなら，このレコードを自分の部屋に持っていること

は，明らかに自らの意思で購入したことを示しているからである。という

のも，最初に出てきた時はバーでかかっており，彼の持ち物ではなかった

からである。そして今や，「このレコードは面白くない」と言いながらも，

infirmerieでの光景を反詞するかのようにこのレコードを繰り返しかけ

続けているのである。それに，初めてバーでこのレコードを聴いた時と同

様この場面でも彼は酒を煽っている。これは彼の気持ちがぐらついており，

心の葛藤を酒によって紛らしていると考えられる。ところで，このレコー

ドはその題名からして当然，彼に保健隊のことを意識させる役割ももって

いる。前回のバーでの場面と同様ここでも保健隊のことが話題となるが，

今回この話を持ち出すのはランベールだからである。

彼は保健隊のことはよく考えたが，それに参加しないのは自分だけの理

由があり，それはスペイン戦争に参加した経験（負けた側，つまり共和派

としての）から生じたものだと説明する。つまり， もはや彼は観念のため

に死ぬ人達にはうんざりしており，そしてヒロイズムというものを信用し

ていないのはそれが容易であり，人殺しを行うものであると知ったからで

ある。それ故，今の彼が興味を引かれるのは愛する者のために生き，死ぬ

ことなのである。これに対してリウーが一つだけ反対するのは，今度のこ

とはヒロイズムとはまったく関係なく，誠実さの問題であり， これこそが

ペストと戦う唯一の方法なのだということである。そして，誠実さとはど

ういうことか， と問うランベールに彼は「自分の場合には，自分の職務を

果たすことだ」と答える。それに対してランベールは「自分には自分の職

務が何なのか分からない。愛を選んだことが間違いだったかもしれない」

と自問するが， リウーはそんなことはなく， ランベールは間違ってはいな

い， と断言する。しかしランベールは， リウーがそんなことを言うのも何

も失うものがないからだ，と反論する。リウーはこれには答えず帰ってし

まうが， タルーは帰り際に， リウーの奥さんはこの町から遠く離れた療養

所にいることをランベールに告げる（以上 pp.1351-1352.を参照）。この

ことは彼には衝撃的であった筈である。何故ならかなり以前に，町を出て
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いくための保証書をリウーに頼むが断られた場面で《Peut-etrene vous 

rendez-vous pas compte de ce que signifie une separation comme celle-

ci pour deux personnes qui s'entendent bien.》(p.1289)と言ってしまっ

ているからである。ランベールが受けた衝撃の大きさは，その翌朝早々に

リウーに電話して保健隊を手伝う（町を出るまでという条件付きではある

が）ことを告げたことに現れている。ここに模倣の一形態を見ることがで

きよう。なぜなら， ランベールはリウーのなかに自分と同じ「愛する者と

別れ別れになっている」状況を見，そのリウーと仕事をともにすることは

結果的に彼を模倣することになるからである。そして，その動機を説明す

るのがもっと後になって言う《ilpeut y avoir de la honte a etre heureux 

tout seul.》(p.1389)という言葉であろう。それにリウーはランベールの

脱出の手助けはしないが，彼が幸福を求めて脱出することには理解を示し

ているのだから，「恥ずべきことかもしれない」と思うのも当然であろ

う。

III 

ところで，彼の保健隊への参加は「町を脱出するまで」という条件付き

のものであり，決定的に町に留まる決意に至るには別の模倣の経験が必要

であったように思われる。なぜなら， リウーを模倣することは特定の個人

だけが問題であり， 「この物語はわれわれすべてに関係する」との認識に

は集団的なレベルでのことが問題となるからである。それは，「条件付き

で」保健隊で働くようになった後で，自分がペストに罹ったと思い込んで

しまった経験である。

《Sortidu bar, il eut tout a coup !'impression que ses aines grossis-

saient et que ses bras se mouvaient difficilement autour de l'aisselle. 

11 pensa que c'etait la peste. Et la seule reaction qu'il put avoir alors 

(...) fut de courir vers le haut de la ville, et la, d'une petite place, 

(…) il appela sa femme avec un grand cri, (…) Rentre chez lui et ne 

decouvrant sur son corps aucun signe d'infection, (...)》 (p.1384)
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この経験によって彼は IsabelleCielensも指摘するように，ペスト患者

を深く理解した筈である 13)。それは当然， infirmerieでの光景，ひいては

町の状況のより深い理解へと繋がろう。ペスト患者を模倣すること，それ

は町の現実そのものを模倣することにもなろう。 FernandeBartferdは

『シーシュポスの神話』を論じたくだりで， 《（…） mimer le reel, c'est 

passer du plan passif au plan de l'action.》14) と述べているが， これは

ランベールにも当てはまるように思われる。この町の現実を端的に示すイ

メージが tourneren randであることは言うまでもない。そして， ラン

ベールが町に決定的に留まる決意をリウーに告げに行く前に繰り返すのが，

この tourneren randなのである。カミュはこの行為を念入りに二度も

示している。

《Ramberttournait en rand autour des murs nus et crepis (.. .)》

(p.1385) 

《Ramberttournait en rand sans parler.》(p.1386)

町の現実そのものを模倣するようなこうした行為（例え無意識なもので

あっても）は，彼とこの町の人々との一体感を象徴するものである。 Levi-

Valensiも《Quandil (Rambert) renonce a son depart, son temps se 
confond avec celui des autres.》15)と指摘している。ランベールと他者

の時間の融合を最も顕著な形で示しているのが彼のこうした身振りなので

ある。なぜなら， この後直ぐにリウーに会いに行った時，ランベールが真っ

先に目にしたのが病院の前をぐるぐる回り続けている人々だったからであ

る。

《Rambertse rendit chez le docteur. La mere de Rieux dit a Ram-

13) Isabelle Cielens, Troisfonctions de l'exil dans les oeuvres de fiction 

d'Albert Camus; initiation, revolte, conflit d'identite, UPPSALA, 

1985, P.91. 

14) Fernande Bartferd, Albert Camus ou le mythe et le mime, Archives 

des lettres modernes, 1982, p.27. 

15) Jacqueline Levi-Valensi, op. cit., p.92. 
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bert qu'il le trouverait a l'h6pital de la haute ville. Devant le paste de 
garde, la meme f oule tournait toujours sur elle-me me. 《Circulez!》di-

sait un sergent aux yeux globuleux. Les autres circulaient, mais en 

rond.》(p.1386)(イタリックは引用者）

ランベールと町の人々は tourneren rand (上の引用では tournerと

en randは分離した形で出ているが）の動きを介して一体化している。

ここに至って， tournerのイメージは明らかに両者の融合を表すものへと

変化している。ランベールにあっては， こうした変化の過程にレコードと

いう媒介があったことは言うまでもない。なぜなら，部屋の中をぐるぐる

回っている彼はレコードの動きと一体化（つまり模倣）しているかに見え

るからである。これまで fairetournerする対象であったレコードに代っ

て，彼自身が tournerしていると考えられる。そして， 自らが tourner

することで SaintJames Infirmaryを奏でるかのように，保健隊への参

加を決意しているのである。

ところで先に， レコードと鼠は tournerの動きによって相似形の関係

にあると指摘したが， ここではレコードを媒介としてランベールと鼠が相

似形を形成していると言えよう。ひいては，抽象であるペストをイメージ

させるものとして現れていた tourneren rondに対して， ランベールも

同じ反復の動きで対抗しているかに見える。ここにおいてランベールは，

リウーの「抽象（ペスト）と戦うためには，多少抽象（ペスト）に似なけ

ればならない」という考えを，自らの経験を通して彼なりに理解したと思

われる。なぜなら，保健隊の仕事もリウーの職務と同じく，いつ果てると

も知れない「際限なく繰り返される同じような場合の長い連続」でしかな

いからである。したがって， ランベールが部屋の中を tourneren randす

るのは， この町との一体感を示すのと同時に，抽象であるペストとの堂々

巡りの戦いに対する決意と見ることができる。

結語

以上，模倣という観点からランベールの変化の軌跡を見てきたが，模倣
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すること，それは一方から他方へと伝播することだと言い換えてもよかろ

う。ペストの特質もその感染力にあることは言うまでもない16)。それ故，

強烈な伝染力を持ったペストと戦うためには，人間の側も連帯という伝染

カで対抗せざるを得ないと考えられる。登場人物たちがペストとの戦いに

参加する動機や理由は様々である。しかし大局的に見た場合， 『ペスト』

は連帯が次々に登場人物たちに感染していく物語として読むこともできよ

う。例えば， ランベールはこれまでに見てきたような経緯によって連帯に

感染したが，今度はその彼の説得で脱出組織の連絡役であったゴンザレス

も保健隊を手伝うのである。こうした伝播の関係が続くことによって初め

て一つの力（例えそれが微々たるものであっても）となるのであろう。故

に，こうした意味において，ランベールが辿った成長の過程こそが，ペス

トに対する最も理に適った，換言すれば，最もペストに似た対抗手段だっ

たのではあるまいか。

（本学非常勤講師）

16) 模倣の悪しき側面も勿論存在する。ペストはその病原菌において伝染するだ

けではなく，模倣も伝染させるのである。人々は他人が興味を持つものにし

か興味を持たなくなり，一般的な考えしか持たなくなるのがそのよい例であ

る。

《(.• .) maintenant, <...) ils ne s'interessaient qu'a ce qui interes-

sait les autres, ils n'avaient plus que des idees generales et leur 

amour meme avait pris pour eux la figure la plus abstraite.》(p.1368)

ペストは否応なく人々に模倣を強いるのである。


